
 

 

令和６年度協働のまちづくり事業訪問「収穫したイネの脱穀体験」 
今日は、自然乾燥を終え、稲架(はさ)掛けした稲を運んで、脱穀作業をしました。 

6月 4日の田植えから、大きく苗が育ち、黄金色の稲穂が実りました。10月 23日に稲刈りをしました。刈り取った稲

は、束にして稲架(はさ)に掛けて、天日にあて、風による（自然）乾燥を行いました。 

「自然乾燥は、米の旨味が出ます。じっくりとお米を乾燥させると、刈り取られた稲からお米に栄養分が送り込まれて、おい

しさが増します。乾燥させることにより、長期保存でも粘りやつや、旨味が保たれます。」「今日は、みんなでがんばるぞ～。」

「えい、えい、オ～！」田んぼに入って、稲架(はさ)掛けした稲を運びました。 

 

 

 

ら学びます。 

 

 

 

 

太陽の光を浴びながら、精を出し、子どもたちの額に汗が輝いていました。この体験を通して、「お米ができるまでには、時

間がかかること」や「重労働なこと」も感じたようです。 

毎日食べている美味しいお米は、農家の方々の頑張りと苦労のおかげと 感謝の気持ちも芽生えました。 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
≪地域学校協働活動の推進≫出典：「連携・協働のために 地域と共にある学校をめざして」福島県教育委員会 

「地域学校協働活動」とは、幅広い地域住民等の参画を得て，地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、 

「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。 

より多くの、より幅広い層の地域住民、団体等が参画し、目標を共有し、「緩やかなネットワーク」を形成することが大切です。 

地域学校協働活動 令和６年１１月１日（金）実施 

南相馬市立太田小学校「脱穀体験」 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

 
 

 

    


